
　

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
２
０
１
２
年

度
「
都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
・
第
一
次

実
施
計
画
」
に
お
い
て
、「
社
会
的
自
立
の

基
盤
と
な
る
力
の
確
立
」
を
掲
げ
、
改
革

の
方
向
性
と
し
て
「
学
校
の
設
置
目
的
に

応
じ
た
学
力
の
向
上
」
を
示
し
、
具
体
策

と
し
て
「
都
立
高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
背
景
の
１
つ

ド
」
を
９
教
科
22
科
目
作
成
。
６
教
科
に

つ
い
て
は
「
発
展
」「
応
用
」「
基
礎
」
の

３
段
階
と
し
、
各
校
が
設
置
目
的
や
生
徒

の
学
力
に
応
じ
て
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
各
校
の
『
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
設

定
で
は
、
学
力
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
特
に
、
新
入
生
の
学
力
を

詳
細
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
高
校
入
試
終

了
後
、
都
教
育
委
員
会
が
速
や
か
に
入
試

の
各
小
問
の
ね
ら
い
を
解
説
し
た
冊
子
を

作
成
し
て
各
校
に
送
り
、
各
校
に
お
い
て

入
学
者
の
入
試
に
お
け
る
誤
答
分
析
を
す

に
は
、
11
年
度「
都
立
高
校
の
現
状
把
握
に

関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
、「
授
業
の
内
容

を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
」に「
そ
う
思
う
」

「
多
少
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
合

わ
せ
て
約
４
割
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
指
導
部
高
等
学
校
教
育
指
導
課
の
佐

藤
聖
一
課
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
教
育
の
質
保
証
の
観
点
か
ら
、
す
べ
て

の
生
徒
に
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
こ
と

が
課
題
で
し
た
。
各
校
が
学
校
の
設
置
目

的
に
合
っ
た
学
力
の
育
成
に
向
け
て
、
教

師
間
で
指
導
方
針
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

到
達
目
標
や
進
度
を
統
一
し
て
、
効
果
的

に
指
導
で
き
る
よ
う
、『
都
立
高
校
学
力
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
』
を
策
定
し
ま
し
た
」

　
「
都
立
高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
は
、

学
習
指
導
要
領
の
項
目
・
内
容
ご
と
に
、

生
徒
が
習
得
す
べ
き
学
力
の
具
体
的
な
目

標
を
示
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
を
基
に
、
各

校
が
自
校
の
生
徒
の
学
力
等
を
踏
ま
え
て

学
校
独
自
の
「
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を

設
定
し
、
学
校
全
体
で
組
織
的
な
指
導
と

評
価
を
進
め
て
い
く
（
図
１
上
）。
東
京
都

で
は
、こ
の
「
都
立
高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

高
等
学
校
教
育
指
導
課
長

佐
藤
聖
一
　

さ
と
う
・
せ
い
い
ち

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
主
任
指
導
主

事
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

企
画
部
企
画
課
長
等
を
経
て
、
現
職
。

教
育
の
質
保
証
と
し
て

全
生
徒
に
基
礎
学
力
を
つ
け
る

特別企画

学
力
向
上
策

多様な学校を有する東京都の取

り組みを紹介する本コーナー。第

２回のテーマは、学力向上策だ。

2019 年度から「高校生のための

学びの基礎診断」の利活用が始ま

るが、東京都では2012年度から、

学校全体での組織的な教科指導

を支援し、生徒の学習の質を高め

ることで、学力向上に結びつけて

いる。その成果と課題を受け、新

しい施策もスタートさせた。

都教委の挑戦
学
校
全
体
で
の
組
織
的
な
指
導
に
向
け
て

「
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
設
定
し
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
促
す

教育委員会
の
施策

第 2 回

入
試
で
の
誤
答
を
分
析
し
て

新
入
生
の
学
力
を
把
握
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る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
課
長
）

　

１
・
２
年
次
に
お
け
る
学
力
の
把
握
に
つ

い
て
は
、「
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
学
力
調
査
」

を
実
施
し
て
い
る
。
13
〜
15
年
度
は
東
京

都
が
問
題
を
作
成
し
、
統
一
日
に
調
査
を

行
い
、
16
年
度
以
降
は
、
東
京
都
作
成
の

標
準
問
題
を
基
に
、
学
校
ご
と
に
作
問
し
、

実
施
し
て
い
る
。

　
「
最
初
の
３
年
間
、
教
委
内
の
作
問
委
員

会
で
問
題
作
成
し
た
際
に
は
、自
校
で
作
問

が
で
き
る
よ
う
、
各
校
の
先
生
方
に
も
委

員
を
務
め
て
も
ら
い
ま
し
た
」（
佐
藤
課
長
）

　

本
事
業
は
、
14
年
度
か
ら
す
べ
て
の
都

立
高
校
（
進
学
指
導
重
点
校
な
ど
を
除
く
）

で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
各
校

で
組
織
的
な
指
導
が
進
ん
だ
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
（
図
１
下
）、
生
徒
の
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
る
成
果
も
見
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、新
た
な
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ

た
。「
基
礎
」
段
階
を
活
用
す
る
学
校
の
中

に
は
、
義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
の
定

着
が
十
分
で
な
く
、
高
校
の
授
業
内
容
を

理
解
で
き
な
い
生
徒
が
一
部
に
見
ら
れ
、

そ
う
し
た
生
徒
の
多
く
が
学
業
不
振
か
ら

中
途
退
学
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
新
た
に
、16
年
度
か
ら
「
学
力
向

上
研
究
校
（
校
内
寺
子
屋
事
業
）」
を
始
め

た
（
図
２
）。
そ
れ
は
、
元
教
師
や
教
師
志

望
の
大
学
生
ら
を
活
用
し
、学
力
下
位
層
の

生
徒
の
学
習
を
支
援
す
る
取
り
組
み
だ
。

　

そ
し
て
、
17
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
ゆ

め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
校
」
は
、
義

務
教
育
段
階
の
学
力
は
あ
る
も
の
の
、
高

校
で
の
学
習
に
苦
戦
し
て
い
る
生
徒
が
、

目
標
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う

支
援
す
る
事
業
で
あ
る（
図
２
）。
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
の

ほ
か
、義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
を
復
習

し
な
が
ら
高
校
で
の
学
習
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
、国
語
・
数
学
・
英
語
の
教
師
用
指

導
資
料「
東
京
リ
・
ス
タ
デ
ィ
」を
ベ
ネ
ッ

セ
と
連
携
し
て
作
成
し
、都
立
高
校
と
中
等

教
育
学
校
の
担
当
教
師
全
員
に
配
布
し
た
。

　
「
両
事
業
の
指
定
校
で
は
、
学
力
不
振
に

よ
る
中
途
退
学
者
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
り
、

学
力
下
位
層
が
減
少
し
、
中
上
位
層
が
増

加
し
た
り
す
る
等
の
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
学
習
意
欲

を
高
め
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
課
長
）

　

そ
の
よ
う
に
、
組
織
的
な
指
導
体
制
の

強
化
、
学
力
不
振
に
よ
る
中
途
退
学
者
の

減
少
な
ど
の
成
果
が
出
て
い
る
一
連
の
学

力
向
上
策
だ
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

佐
藤
課
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
『
都
立

高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
作
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省
の
『
高
校

生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
』
の
位
置

づ
け
や
利
活
用
の
方
針
を
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

外
部
と
も
連
携
し
な
が
ら

基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る

図１　「都立高校学力スタンダード」概要と成果

図２　新たな学力向上事業

事業名 実施規模 概要

学力向上
研究校

（校内寺子屋
事業）

2016～17年度
10校

2018～19年度
30校

外部人材を活用し、義務教育段階の学力の
定着が十分でない生徒の学習を支援。
•各校への指導主事等の派遣　•外部人
材への謝金（報償費）　•教材費の支援　•
外部模試費用の支援

ゆめナビ
プロジェクト
研究校

2017～19年度
10校

基礎学力の定着を重視する都立高校におい
て、生徒が明確な目標を持ち、学力を向上
させ、進路実現に努力できるように支援。
•企業・ＮＰＯ法人との連携をコーディネー
ト　•指導資料「東京リ・スタディ」の作成、
配布　•オンライン個別学習支援　•成果
検証のための外部模試費用の支援

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成

■「学力スタンダード」に基づく指導と評価の一体化

■「都立高校学力スタンダード」設定科目
国語総合、現代文Ｂ、数学Ⅰ、数学Ⅱ、コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーショ
ン英語Ⅱ、世界史Ａ、世界史Ｂ、日本史Ａ、日本史Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ、現代社会、倫理、
政治・経済、物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎、農業と環境、工業技術基礎、
ビジネス基礎

導入前
（2012年度）

導入後
（2016年度）

生徒の学習状況、指導内容、指導方法等の共有 68.8 100.0

授業進度の統一 65.6 94.6

定期考査での統一問題の作成 59.4 88.3
（％）

■実施校のアンケート調査結果

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成

Plan
入学者選抜の結果や年度当初
の学力調査等を分析の上、自
校の「学力スタンダード」を
設定。（４～５月）

Do
「学力スタンダード」に基づく
統一的な学習指導・評価。

Action
年間指導計画、目標の設定、
指導内容・方法等の改善。

Check
授業・学期ごとに定期考査・
実力テスト・課題、「学力スタ
ンダード学力調査」等を実施。

目標に達していない生徒には、年度内に繰り返し指導。
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東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校
は
、
都
内
に

６
校
あ
る
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
（
＊

１
）
の
う
ち
の
１
校
で
、
２
０
０
６
年
度

か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
。
守
屋
文ふ

み
と
し俊
統

括
校
長
は
学
校
教
育
目
標
を
こ
う
語
る
。

　
「
本
校
で
は
、
特
に
義
務
教
育
課
程
ま
で

の
学
び
直
し
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
注

ぎ
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
結
び
つ

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

具
体
的
に
は
、
生
徒
が
集
中
し
て
学
べ

る
よ
う
、
１
年
次
の
国
語
・
数
学
・
英
語

は
30
分
授
業
と
し
、
さ
ら
に
中
学
校
ま
で

の
学
習
内
容
の
復
習
を
中
心
に
行
う「
ベ
ー

シ
ッ
ク
の
時
間
」（
50
分
）
を
国
語
・
数
学
・

英
語
で
１
単
位
ず
つ
設
け
て
い
る
。
そ
し

て
、国
語
・
数
学
・
英
語
は
、
３
年
間
を
通

し
て
習
熟
度
別
少
人
数
授
業
と
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
は
、
２
年
次
の

２
学
期
に
全
生
徒
を
対
象
と
し
た
３
日
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
。
さ
ら
に
、

希
望
者
は
、
企
業
で
熟
練
技
術
者
か
ら
実

技
指
導
を
受
け
る
技
能
習
得
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
、
夏
季
休
業
中
の
10
日
間
、

受
け
ら
れ
る
。

　

同
校
で
は
現
在
、
そ
う
し
た
様
々
な
取

り
組
み
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
し
て
体
系
化
す
る
作
業
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
活
動
や
教
育
資
源
の
役
割
、
位
置
づ
け

を
、
概
念
図
「
練
馬
工
高　

N
ext Stage

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
ま
と
め
た
（
図
３
）。

主
幹
教
諭
で
教
務
部
の
上
野
正
幸
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
こ
の
概
念
図
は
、
本
校
が
ど
の
よ
う
な

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
ど

う
い
っ
た
学
び
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

か
を
、中
学
生
で
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
学
校
全
体

や
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
、
卒
業
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
ど
の
レ
ベ

ル
ま
で
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
か
と
い

う
目
標
設
定
の
作
業
に
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
な
ど
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

上
野
正
幸
　

う
え
の
・
ま
さ
ゆ
き

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教
務
部
。

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

統
括
校
長

守
屋
文
俊
　

も
り
や
・
ふ
み
と
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
（
通
算
13
年
目
）。

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

米
澤
稔
邦
　
よ
ね
ざ
わ
・
と
し
く
に

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。主
幹
教
諭
。教
務
部
主
任
。

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

◎
２
０
０
６
年
度
、
東
京
都
か
ら
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス

ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
る
。
生
徒
は
全
員
が
キ
ャ
リ

ア
技
術
科
に
入
学
し
、
１
・
２
年
次
は
共
通
の
科
目

を
履
修
、
３
年
次
か
ら
６
系
列
あ
る
専
門
系
列
に
分

か
れ
る
。
17
年
度
か
ら
「
ゆ
め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
校
」、
18
年
度
か
ら
「
学
力
向
上
研
究
校
（
校

内
寺
子
屋
事
業
）」
の
指
定
校
。

◎
設
立　

１
９
６
３（
昭
和
38
）年

◎
形
態　

全
日
制
／
キ
ャ
リ
ア
技
術
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

私
立
大
は
、
尚
美
学
園
大
、
聖
学
院
大
、
東
京
電
機

大
（
二
部
）、
東
京
福
祉
大
、
東
洋
学
園
大
、
目
白

大
な
ど
に
10
人
が
合
格
。
専
門
学
校
進
学
38
人
。
就

職
91
人
。

◎U
RL

　

http://w
w
w
.nerim

akogyo-h.m
etro.

tokyo.jp/site/zen/

中
学
校
ま
で
の
学
び
直
し
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
注
ぐ

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
と

学
力
の
底
上
げ
を
図
り
、

希
望
進
路
の
実
現
を
支
援
す
る

学校現場
の
実践

図３　「練馬工高　Next Stage プロジェクト」

＊学校資料をそのまま掲載

＊１　小・中学校で十分に能力を発揮でなかった生徒を対象に、生徒たちの意欲を育み、頑張りを支援し、社会生活を送る上で必要な学力を身につけさせることを目的とし
て、東京都が既存校の中から指定している高校のこと。
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同
校
で
は
、
17
年
度
か
ら
「
ゆ
め
ナ
ビ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
校
」、
18
年
度
か
ら

は
「
学
力
向
上
研
究
校
（
校
内
寺
子
屋
事

業
）」
の
指
定
も
受
け
て
い
る
。
そ
の
２
つ

の
事
業
は
、同
校
が
重
視
す
る「
学
び
直
し
」

と
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
く
上
で
、
最
適
な
内
容
で
あ
る
と
捉

え
、
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　
「
ゆ
め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
し

て
行
わ
れ
る
「
都
立
専
門
高
校
生
の
社
会

的
・
職
業
的
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、
高
校
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支

援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
で
、
１
年
次

の
学
期
に
１
回
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
求
め

ら
れ
る
課
題
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
社

会
人
を
招
き
、
生
徒
が
仕
事
や
進
路
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
い
っ
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
）。
そ
れ
ら
の
活

動
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
、
主
幹
教
諭
で
教

務
部
主
任
の
米
澤
稔と

し
く
に邦
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
実
際
に
社
会
人
と
話
し
た
り
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
し
た
り
す
る
中
で
、
社
会
に

出
て
、
多
く
の
人
と
協
力
し
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
く
際
に
、
ど
の
よ
う
な
力
が
必

要
に
な
る
の
か
を
、
生
徒
に
意
識
さ
せ
て

い
ま
す
」

　

実
施
に
際
し
て
は
、
連
携
先
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
事
前
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
会
社
経
営
者
を

招
い
た
際
に
は
、
高
校
中
退
後
、
通
信
制

高
校
に
入
り
直
し
、
苦
労
を
重
ね
た
自
身

の
体
験
を
基
に
、
高
校
を
中
退
す
る
と
待

ち
受
け
て
い
る
困
難
や
、
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
本
校
に
は
、
高
校
で
学
び
続
け
る
こ
と

に
、
前
向
き
に
な
れ
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。

そ
う
し
た
生
徒
の
心
に
響
く
話
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
に
、
講
演
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
」（
米
澤
先
生
）

  

生
徒
は
、
１
年
次
に
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る

意
識
を
高
め
た
上
で
、
２
年
次
で
は
同
校

が
以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
。
同
校
で
は
１
３
０

社
以
上
の
企
業
の
協
力
を
得
て
お
り
、
生

徒
は
そ
の
中
か
ら
自
分
が
関
心
の
あ
る
業

種
や
職
種
を
選
ん
で
参
加
す
る
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、

将
来
の
進
路
の
目
標
が
見
つ
か
っ
た
生
徒

は
、
そ
の
後
の
学
び
に
向
か
う
姿
勢
が
と

て
も
前
向
き
に
な
り
ま
す
。
進
路
目
標
と

学
力
向
上
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
」（
守
屋
統
括
校
長
）

　

ま
た
、「
ゆ
め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

中
心
と
な
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
校

生
活
や
学
習
態
度
に
つ
い
て
記
し
た
、
個

人
カ
ル
テ
の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
様
々
な
資
料
を
基
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
徒
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学

年
会
で
検
討
す
る
「
ケ
ー
ス
会
議
」
を
学

期
に
１
回
程
度
開
い
て
い
る
。
個
人
カ
ル

テ
は
、
特
に
丁
寧
な
指
導
が
必
要
な
生
徒

を
対
象
に
現
時
点
で
は
作
成
し
て
い
る
が
、

今
後
は
全
生
徒
の
カ
ル
テ
を
作
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
校
内
寺
子
屋

事
業
」
は
、Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
２
）が「
Ｄ
３
」の

１
年
生
を
対
象
に
、
国
語
と
数
学
で
そ
れ

ぞ
れ
週
に
２
度
ず
つ
、
１
回
２
時
間
開
講

し
て
い
る
。
講
師
は
、
国
語
で
は
、
特
別

支
援
学
校
で
授
業
を
受
け
持
っ
た
経
験
の

あ
る
元
教
師
に
、
数
学
で
は
、
大
学
で
数

学
の
基
礎
・
基
本
の
教
授
法
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
る
大
学
生
に
依
頼
し
て
い
る
。

　
「『
校
内
寺
子
屋
』
が
開
か
れ
る
時
に
は
、

本
校
の
教
師
も
必
ず
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
授
業
を
行
う
の
は
あ
く
ま

で
も
外
部
の
講
師
で
す
。
そ
の
た
め
、
外

部
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検

討
し
ま
し
た
」（
米
澤
先
生
）

　

同
校
で
は
、
１
年
次
に
中
学
校
ま
で
の

復
習
を
行
う
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
の
時
間
」
を

設
け
て
い
る
が
、「
校
内
寺
子
屋
」
で
は
、

参
加
者
が
少
人
数
で
あ
る
た
め
、
よ
り
個

に
応
じ
た
指
導
が
可
能
と
な
る
。毎
回
必
ず

出
席
し
、「
分
か
っ
た
」
と
言
う
頻
度
が
着

実
に
高
ま
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
「『
校
内
寺
子
屋
』
に
よ
っ
て
、
基
礎
学

力
が
定
着
す
る
生
徒
が
１
人
で
も
増
え
れ

ば
、
生
徒
の
進
路
実
現
の
可
能
性
も
大
き

く
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在
実
施
し
て

い
る
の
は
国
語
と
数
学
の
み
で
す
が
、
今

後
、
英
語
に
つ
い
て
も
信
頼
し
て
任
せ
ら

れ
る
講
師
を
見
つ
け
、
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
守

屋
統
括
校
長
）

写真　NPO 法人と連携して行った「都立専門高校生の社
会的・職業的自立支援プログラム」では、チームでの課題
解決を経験するため、ゲーム的な内容から小グループでの
発表まで、生徒はグループワークに複数回取り組んだ。

個
に
応
じ
た
指
導
で

学
力
の
底
上
げ
を
図
る

都教委の挑戦

社
会
で
必
要
に
な
る
資
質・能
力
を

生
徒
た
ち
に
意
識
さ
せ
る

＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の15 段階で評価される。
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